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ービスであるフレッツ 光ネクスト

を主な対象として、お客様の増加に

対応した設備増強や提供エリアの拡

大を効率的に進める開発、更なるフ

レッツ 光ネクストの普及に向け、

機能拡充や新たなサービスの提供を

行うための開発を行っている。以下

に、フレッツ 光ネクストに対する

我々の取組み例を紹介する。

（1）「フレッツ 光ネクスト」におけ

る新たなサービスラインナップの

充実

フレッツ 光ネクストの高速タイ

プとしてハイスピードタイプ、エク

スプレスタイプのサービス開発や、

新たな需要の創出に向けたサービス

開発としてフレッツ・ソフト配信サ

ービス、フレッツ・まとめて支払い

の開発を実施した。

（2）IPv6インターネット接続に向

けたサービス開発の実施

これまで広く利用されてきた

IPv4アドレスは残りわずかとなっ

ており、今後は IPv6アドレスを活

用する必要がある。フレッツ 光ネ

クストにおける IPv6インターネッ

ト接続機能の提供（平成 23年４月

以降準備が整い次第提供予定）に向

け、トンネル方式とネイティブ方式

の２つの方式の開発を進めている。

（3）維持開発に対する技術検討

NTT西日本では、お客様の様々な

ニーズに応えるため、フレッツシリ

ーズの各種のインターネットアクセ

スサービスを提供してきた。これら

サービスを支える技術が日々急速に

進歩していくなか、お客様への高品

質なサービスを継続的に提供するこ

とが求められる。研究開発センタで

は新技術を適用したネットワークシ

ステムの統合や運用ツールの高度化

等の技術検討に取り組んでいる。

NTT西日本研究開発センタでは、

お客様に魅力あるサービスを提供す

るための技術開発を行っている。

我々の技術開発は、お客様に提供し

ているサービスの安定的な提供と拡

充を目的とした「実用化開発」と、

フレッツ 光ネクストの機能を活か

した新たなサービス等を実現する基

盤技術の創出を目的とした「応用的

研究」の２つに大別される。本稿で

はそれぞれの取組みの概要について

紹介する（図１）。

「実用化開発」では、NGN商用サ

はじめに
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フレッツ 光ネクストの提供エリ

アが拡大し、多くのお客様がサービ

スを利用できる状況になった。今後

は高速で、高信頼であるフレッツ

光ネクストを活かした新サービスを

お客様に提供することが求められ

る。我々はお客様の要望を先取りし、

新たなサービスの実現に向けた研究

開発に取り組んでいる。

またフレッツ 光ネクストの構築

や運用保守を行うなかで、今後のト

ラフィックの変化等に対応するた

め、新たなネットワークに対する要

望も明らかになってきた。その要望

に対応すべく次期ネットワークの検

討を行っている。

（1）ビジネス化を見据えた技術開発

①クラウドコンピューティング

ICT市場ではOPEX、CAPEX削

減等の観点からクラウドコンピュー

ティングを利用される企業や個人の

お客様が増加している。その一方で

クラウドコンピューティングを利用

したサービスを更に普及させるため

の課題として、信頼性、稼働率、安

全性（セキュリティー）、利便性等

の向上が挙げられる。

このような観点から、我々はフレ

ッツ 光ネクスト等の構築や運用保

守で培った安心で高品質なサービス

運用におけるノウハウをクラウドサ

ービスに適用する技術開発に取り組

んでいる。

②ACT（ICT活用した支援技術）

ICT技術を活用することにより、

高齢者や障がいをお持ちの方をはじ

めとした多くのお客様の支援を行う

ことができる。

我々はお客様の「生活の質」を向

上するためのサービスを実現するた

め に 、 A C T （ A s s i s t i v e

Communication Technology）の技

術開発に取り組んでいる。

（2）“グリーン＆シンプル”な次期

ネットワークの検討

いまや電話に変わる新たなライフ

ラインとなりつつある IPネットワ

ークサービスに対する要望はますま

す多様かつ複雑なものとなってい

る。例えば、環境負荷の低減を意識

したネットワーク設備の構築、利用

シーンの多様化に伴うネットワーク

オペレーションの複雑化への対応、

映像サービスやクラウドサービスの

利用による通信トラフィック量の増

加への対応といったものである。

これらネットワークサービスの要

望に対応するため、ネットワークア

ーキテクチャーの見直しも含めた

“グリーン＆シンプル”な次期ネッ

トワークの検討を現在行っている。

“グリーン”に関しては、消費電

力量の大半を占めているアクセス系

装置の省電力化を中心に取り組んで

いる。

“シンプル”に関しては、特にオ

ペレーションの観点から検討を行っ

ている。従来、オペレーターは、ネ

ットワーク内の装置毎に設定や管理

を行っていた。しかし今後多様なサ

ービスを柔軟かつタイムリーに追加

するためには、一元的で簡便なオペ

レーションが求められる。現在、集

中制御型のオペレーションやアプリ

ケーションデータの特性に合わせ柔

軟に経路設定が可能な中継網の検討

を行っている。

（3）「エンドエンド」でのサービス

品質の向上

IPネットワークがライフライン

になるに伴い、「品質」に対するニ

ーズも高まりつつある。

我々は、お客様に安定した品質の

サービスを提供するために、エンド

エンドでの品質の向上に取り組んで

いる。

このために、過去の故障履歴等か

ら故障箇所の特定や故障範囲の切り

分けを迅速にするための技術確立に

取り組んでいる。

またフィールド調査によるお客様

の利用実態の把握やサービス品質を

評価するための“ものさし”を確立

することで、障害発生の事前予知・

事前対処にも取り組んでいる。

研究開発センタでは、今後もフレ

ッツ 光ネクストを利用した新サー

ビスの開発や、将来の“グリーン＆

シンプル”な次期ネットワークの提

供に向けた研究開発を通じて、お客

様の生活をより便利にするためのサ

ービスの創造に積極的に取り組んで

いく。
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